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アサヒセイレン
グループ紹介
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グループの特色

       

     

二次合金生産量 240kt/年

アルミスクラップ購入量 240kt/年

ドロス取扱量 50kt/年

国内最大の

1935年以来、アルミニウム”総合”リサイクラーとして
アルミ産業の持続的成長へ貢献しています

ALリサイクル技術メーカー
多品種のスクラップや
ドロスを使いこなす

大手AL合金サプライヤー
自動車メーカーのOEM、Tier 1、
鋳造メーカー多数取引

アルミ再生のパイオニア

89年の歴史
新塊合金の後継
住友化学、住友軽金属、
昭和電工など
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国内アルミリサイクルの現状
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年４０万t横ばいを見込む。中国は高水準を継続
マレーシアとタイ向けの一部は選別後、中国向けに輸出されている
（規制強化の方向だが、また別の選別地が設定されると思われる）

日本からのスクラップ輸出見込み
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日中のアルミ需要比較
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アルミスクラップの流通現況

（メタル・リサイクル・マンスリー、2025年９月1日 日本市況通信社）

貿易収支量として日本は圧倒的に「流出」している

アルミスクラップ
国内推計流通量
（2024年）

約27３万㌧に対し

約２０％弱が

国外へ流出して
いる

↓

資源流出＝

国益逸失に

繋がる
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国内からスクラップが消える

EU
・新塊精錬所の閉鎖

・域内リサイクル率目標
（2030年50%)

・EU→米へ屑輸出増
⇒税関監視強化

⇒屑の輸出手数料を
EUアルミ協会が

提言

中国
・ 新塊生産の上限（環境規制）

・ グリーン投資、再生塊
生産能力の増加

・屑輸入増加
・ロシア制裁解除の場合

更に需給タイトに
・製品増値税還付停止

米国
・ 関税で新塊、製品障壁

（屑は対象外）
・新塊生産減

・再生塊生産増
→自動車の地産地消化？

→ 日本からスクラップ輸出が増え、国内から消える
海外系問屋より ①上物屑（高品位品） ②自前で破砕選別した低品位屑 が流出

＋更に海外系が国内中小問屋を買収する

→国益の逸失
①CO2削減機会の逸失（国際的プレゼンス低下）
②アルミ産業の付加価値消失（軽圧・サッシ・自動車）→税収、輸出減
③産業基礎素材の海外依存度の上昇
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EUでの原料輸出課徴金

（産業新聞、2025年９月1０日）

欧州アルミニウム協会は
スクラップ輸出に課徴金導入を提言

① 米国のアルミ追加関税
（スクラップ対象外）

② 中国のアルミ保護主義への対抗

保護主義ではなく、
第三国の不公平な貿易政策による
不均衡是正が目的である

環境による大義・
ルールメイクする戦略
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政策（铝产业高质量发展实施方案（2025—2027年）等）
*アルミニウム産業ハイレベル発展実施案（2025～27年）

政府支援で原料競争力が生まれ、更にそれをEV車企業に支給する

世界市場を寡占し、コントロールする戦略

中国のアルミ推進施策

（訳：中国のアルミを含む産業は、世界的に極めて過剰に補助金を受けている）

中国 OECD加盟国
（日本含）

その他

同、15の主要産業分野における割合

補助金 税制優遇 低金利貸付
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アルミニウム産業における、企業収益に対する 平均的な補助金の割合

https://www.aluminum.org/sites/default/files/2025-06/Alu_Onepager_2025_G7_Final.pdf

参考：シリコンの価格

中国は
生産能力増強で
市場支配⇒
減産指示で
価格主導権を握る
施策。

事例：21年、雲南省
で電力不足となり
シリコン価格が
急騰した。

不平等な競争条件

https://www.aluminum.org/sites/default/files/2025-06/Alu_Onepager_2025_G7_Final.pdf


我々の想い
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アルミ産業の未来を守る

• オイルショック（エネルギー高騰） → 国内新塊精錬撤退
• 今日、日本に存在するアルミのほとんどは、海外から購入した

→ つまり、国内のアルミスクラップは、
先人が邦貨を流出させて手にいれた貴重な資源 (=エネルギー)

• 再生アルミは新塊精錬比 ３％のエネルギーですむ
 但し、新塊と同じ純度ではないため日本は未だ１００～１２０万t/年を輸入要

 *下記は新塊１３,５００kwh/t換算

・ 毎年発生する推定１５０万トンのアルミ屑 = ２０３億kwh
・ 毎年輸出する４０万トンのアルミ屑 = ５４億kwh
 

国内に還流させ、先人が集めた資源をつなぐことが、
現役アルミ屋の役割である（DNAを受け継ぐ我々だからこそ）

日本の共有財産を足元の「経済合理性だけ」で売却する権限が我々にあるのか？
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アルミリサイクルの価値観の転換

価値観
（経済合理性）

価値観
（長期的・社会的な利益）

業界での認識の変容・国内伝播が必要である

儲かる / 儲からない

共通善(個人・個社の懐→経
済安全保障・資源循環・
CO2削減＝国富） /
サプライチェーン協力

静脈と動脈を繋ぐ線 細い 国内資源循環の輪を太く
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価値観を転換するために（動静脈共に）

当社(静脈側)の想い 何をなすべきか

●地産地消のネットワーク作り
   ・国内問屋の活用、クローズドループ 推進

●トレーサビリティを可能にする仕組み化(国外流出防止)

●スクラップ選別コスト低減
   ・分別回収、リサイクル推進、地産地消ネットワークを利用した集荷、物流効率化

●選別の技術化・投資
   ・高度選別、アップグレードだけでなく事前選別や目利き・検収の技術化

●スクラップの海外流出防止
・輸出時の消費税還付の見直し

   ・港湾使用料補助の見直し ・国際的に不平等な競争条件の是正

加工屑の分別回収スキームづくり/スクラップの選別カテゴリーと再生塊カテゴリーの共創化
（spec緩和含む）/サプライチェーンや技術開発における利益適正配分/資源の国外流出を防
止する組織的な仕組みづくりの促進/国内循環に対する啓蒙活動（アルミ缶から）

【具体的取り組み（案）】
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国内資源循環のネットワーク創りの気運を盛り上げる必要あり
（地産地消・国内問屋さん含むクローズドな仕組み構築）



鉄 アルミ

社会へのGX価値訴求
国際標準への反映

環境価値の
創出

低CO2アルミの価値訴求

需要側の活用促進
低環境負荷鋼材の利用促進
CFPデータ開示促進

CFPの
利活用

需要側への利用促進
供給側の算出支援

政府の優先調達
CEV補助金（カーメーカー向け） 需要側支援

優先調達、補助金制度等
リサイクル材利用技術への補助金

複線的な技術開発
設備投資支援
税制措置
事業者間連携のスクラップ活用

供給側支援

スクラップの海外流出防止
輸出手数料、港湾補助金見直し
選別・格上げ技術の支援
間接的支援（税制優遇等）
回収～選別ネットワークの構築

ユーザー、解体発生は共通しているため、
❶回収効率の向上 ❷システム、手続の効率化（例：LCA)
❸ユーザーへの訴求（例：鉄＋アルミでの上乗せ補助金など）できないか？

素材産業間での連携をお願いしたい

鉄×アルミの共通課題



ご清聴ありがとうございました。
ご質問、ご意見を頂ければ幸いです。
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